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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【転出】
・泉川　ケイ子様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット26号室

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　和則様～主治医に左眼痛、眼脂あることを報告し、レボフロキサシン点眼液が処方となる。

・金田　英美様～本人から間食希望がある為、主治医に確認している。主治医からは糖尿病がある為、次回診察時まで保留との指示あり。


・若沢　理子様～主治医から不穏時のリスペリドンが7回分処方となっている。

・島倉　頌子様～主治医不在の為、田名部Drに本人から湿布の処方希望あることを報告し、　　　ハップスター3袋が処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室入室し他患の寝具を弄るなどの迷惑行為あり、早めに開放観察終了する。不潔行為はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。環境や他患についての不満の訴え、不機嫌さあるも一時的。スタッフ対面時は対応穏やか。衝動行為なし。本人希望にて8:30疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T、不安時レキソタン（5）1T内服。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・野坂　翔様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。自室で休まれており、開放中も自室から出ず過ごされる。スタッフの声掛けに反応を示さないことあるも、拒食や拒薬はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～同室者への不満の訴えあるも他者トラブル無く経過している。引き続き措置解除へ向け支援をしていく。
